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岩手県行政書士会

被災車両の永久抹消登録出張無料受付会の実施

岩手県行政書士会では、東日本大震災により被災した自動車の抹消登録について多様な協力をしてまいりまし
た。一つは東北運輸局岩手運輸支局主催の「被災車両の永久抹消登録・自動車重量税特例還付申請の出張
受付」への相談員の派遣、そしてもう一つは岩手会独自の活動として、電話無料相談、被災した沿岸市町村での
自動車廃車手続出張受付です。
4月12日の釜石市での相談会を皮切りに、宮古市、大船渡市、陸前高田市、山田町、大槌町、大船渡市

へ出向いて約 30回の相談会・自動車廃車手続出張受付を行い、延約 270 名の会員の協力により、多数の相
談及び廃車手続に関わってまいりました。相談員はそれほど被害の大きくなかった内陸部の会員を中心に構成しまし
た。岩手県は四国４県分の広さのある県だけに、内陸部から沿岸各市町
村に出向くには自動車で片道 2時間半ほどかかるため、出張当日は朝 4
時～5時には起き、往復 5時間近く自動車に揺られて移動し、受付会
場ではあまりの混雑に休憩も取れないなど、さまざまな苦労が伴いました。
相談内容は復興が進むにつれ、変化してきています。今後は、自動車
廃車手続きだけでなく、相続や許認可関係の相談にもお応えして、被災
した方々の復興のお手伝いをしていきたいと考えています。国難とも言う
べき非常事態ですが、今後も行政手続及び書類作成のプロとして、被災
した方々のために岩手会会員一同、息の長い協力を続けて参りたいと思
います。
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釜石市での相談会の様子

埼玉県行政書士会

平成24年新年賀詞交歓会を開催

埼玉県行政書士会新年賀詞交歓会が、1月13日（金）正午から浦
和ロイヤルパインズホテルにおいて埼玉県知事上田清司様、日本行政
書士会連合会副会長遠田和夫様をはじめ多数の来賓を迎え、総勢 234
名により、本年も盛大に開催された。
年頭の挨拶として高玉功稔会長は、基本業務に対する関与率のアップと

アウトソーシングの受け入れ、ＡＤＲの認証取得など職域拡大のための諸施
策を積極的に進めて参りたいとの所感を述べ、つづけて加﨑勇埼玉県行政
書士政治連盟会長は会員のための政治活動を引き続き強力に推し進めてい
くと抱負を述べた。その後来賓の方 か々ら心こもる祝辞を多数いただき乾杯へと続いた。
江原貞治政連名誉会長の乾杯の発声からは、一瞬にして会場は華やいだ賀詞交歓の場となり歓談の輪が広がっ

た。祝電の披露の後、アトラクションの時間となり、本年はテリー齋藤のサックス演奏が行われ、一層楽しい華や
いだ雰囲気となった。
最後は、瀬山新太郎相談役による本会の発展と会員の健康・繁栄を祈念しての締めが、辰年の勢龍のごとく
元気よく行われ、めでたくお開きとなった。

埼玉県行政書士会広報部長
山﨑　智博
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